


花はど乙へいった

本作の監督・坂田雅子さんが、フォト・ジャーナリストだった夫のク、

レッグ・デ‘イビスを肝臓がんで亡くしたのは、彼が入院してわすか2週

間後のことでした。彼の死は、米軍兵士として送られたベトナムの戦

場で浴びた枯葉剤が原因ではないかと友人かう示唆された彼女は、

夫への追悼と枯葉剤への疑問から、ベトナムヘ行くことを決意します。

そこで彼女が自にしたのは、戦後30余年を経た今もなお、夕、イオ

キシンを含んだ枯葉剤が、がんや生まれながらの障害を起こさせ、

大地を蝕みつづけているという現実でした。映画は亡き夫の鎮魂に

とどまるととなく、受難を引き受けたベトナムの人々の家族愛と平和

への思いを描き、戦争や枯葉剤被害の実態に静かに迫ります。

タイオキシン一一人類がつくり出したもっとも毒性の強い化学物質

ダイオキシンは、ごみの焼却処理や、科学物質の製造過程で発生する化学物質です。自然には分解し

にくいため、一度発生すると大気中や土壌に長期間残留します。人体に及ぼす影響としては発癌性が

指摘されていますが、脂肪に溶けやすいため、脂肪分の多い魚、肉、乳製品などから、日常の食事を通

しても摂取されているのが現状です。ベトナム戦争で散布された枯葉剤「工ージ‘工ント・オレンジ]には

ダイオキシンが含まれていたため、ベトナムでは、今も多くの人々が重い病気や障害で苦しんでいます。

坂田雄子 (SAKATAMasako)
ドキュメンタリー映画監

1948 年、長野県生まれ。 65-66 年、留学生として米国

メイン州の高校に学ぶ。帰国後、京都大学文学部哲学

科で社会学を専攻。 70 年にク、レッグ・テ‘イピ、スと出会い、

結婚。写真家としてのク、レック‘の仕事を手伝う傍ら、

写真通信社インペリアル・プレス勤務。 95 年、社長に就

任。 98 年に IPJ を設立し社長となる。ク‘レック、の死をきっ

かけに、枯葉剤についての映画製作を決意し、 2007 年、

映画 f花はど‘こへいった j を完成させる。

ク・レッグ・テ・イビ‘ス (Greg Davis)
フォト・ジャーナリスト

1948 年、ロサンゼルス生まれ。ベトナム戦争激戦期、

米軍兵士として南ベトナムに駐留。 7ふ74 年、京都在

住、坂田雅子と出会う。 75 年かうパリやニューヨーク

のフォト・エージ、エンシーに所属し、アジア各国を撮影。

写真は世界の主要誌に掲載された。 87 年から「タイム J

誌契約写真家としてアジアやロシア極東地域等を取材。

98 年、「タイム J誌を離れ、独自のドキュメンタリーフォト

を目指す。 2003 年5月4臼、肝臓がんにより逝去。
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